
�１１８�

ＳＳＨ第４年次研究成果発表会・第９回中高一貫教育研究会

�．公開授業・研究会

第１章

第１節　研究成果発表会概要



�１１９�

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５４集（２００９）



�１２０�

ＳＳＨ第４年次研究成果発表会・第９回中高一貫教育研究会



�１２１�

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５４集（２００９）



�１２２�

第２節　公開授業年間授業計画・公開授業授業案

�中学１年生　国語「意見文を自己評価する」

１． 授業日時：２月１２日（金）第１限（１０：３０～１１：３０）

２． 場所：中学１年生Ａ組教室

３． 対象生徒：中学１年生Ａ組（４０名）

４． 授業者：佐光　美穂

５． 年間授業目標

・公共性のある「意見」を、説得力を持たせ、文章表

現にまとめる。

・上記のため、構成方法や具体的な技術を身につける。

・自己評価や他者評価を参照しながら、自己の文章を

客観的に捉える。　 

ＳＳＨ第４年次研究成果発表会・第９回中高一貫教育研究会

６． 年間授業計画

評価方法学習方法
（重点とする）学習内容単元の学習目標

（重点とする）単元時期

作文
＊学習スター
トの力を測定
する

二つの題材につい
て、四つの接続語
を使って意見文を
書く

与えられた形式に添って、自分
の考えを表現する

・自己の立場を決め、
それにそって文章を
まとめる（論理的表
現力・Ｂ）

【自主教材】
意見文を書
いてみよう

前期４月

ワークシート
ヘの記入内容
討論への参加
状況

�４月に書いた意
見文を成分分析す
る
�ペアで意見文を
交換し、文の構造
上の問題がないか
相互チェックする

�自分の文章を成分（主語・述
語・修飾語・接続語）分析し、
自分の文章の特徴をつかむ
�文節同士の関係に着目し、各
文にねじれがないか検討する

・日本語の口語文法
についての知識を
身につける

・文、文章に対する
文法的観点から分
析する　Ｂ

言葉の単位・
文の成分・連
文節

前期５月

ワークシート
ヘの記入内容

�教科書準拠の
ワークを使い、各
書式を使い分け
る。
��ワークシート
を用い、それぞれ
のタスクに取り組
む

�時系列順、５ＷＩＨ、連絡文
書の書式を各自で書いてみる
�意見文の目的を学んだ上で、
適切な意見文を見分けるワーク
をする
�４月に書いた自分の意見文か
ら定義の表現を探し、書き直す

・用途に応じた分か
りやすい書き方を
工夫する　Ｂ

・意見文について理
解する・定義の表
現を学び使ってみ
る　Ｂ

分かりやす
く書こう

↓
【自主教材】
意見文とは
何か

前期６月

�～�
提出されたレ
ポート
＊後期の授業
で利用

�～�
文献やインター
ネット上の資料を
探し、集めた情報
に基づきながら左
記の課題につい
て、文章表現でま
とめる。

�食品トレイとはどのようなも
のかを調査に基づいて定義す
る。
�食品トレイ使用の利点と問題
点を調べる。
�環境問題の中で食品トレイの
問題がどの程度の意味を持つの
か自分なりに考えてみる。

・各種資料から必要
な情報を探しまと
めるＢ

・一つの物事を少な
くとも二つの観点
から考える　Ｂ

・環境問題に対する
考えを深める　Ａ
ＢＣ

【自主教材】
レポート「食
品トレイに
ついて調べ
て報告しよ
う」

夏休み

�～�
討 議 の 様 子
ワークシート

�～�
ペアまたはグルー
プワークで理由を
検討させる。

�根拠を支える暗黙の前提を言
葉にしてみる
�理由の例を検討し、根拠の適
切さとはどのようなものか考察
する

・主張に対する適切
な根拠を考え、表
現する　Ｂ

根拠を示し
て書こう

↓
【自主教材】
根拠を表現
しょう

後期１０月

�～�
ワークシート
生徒の行った
スピーチ

�～�
個人で一分程度で
できるスピーチ原
稿を用意するクラ
ス全体に対してス
ピーチを発表する

�一文を短くする、項目立て、
全体像を先に示すなど、具体的
な方法を学ぶ
�食品トレイを廃止すべきかど
うかについて、夏休みのレポー
トの成果を利用し、より説得力
の高い理由になるよう工夫する

・話し言葉の、分か
りやすく伝えるた
めの具体的な方法
を知り、自分のス
ピーチに取り入れ
る　Ｂ

・食品トレイの課題
について自分の考
えを根拠を挙げて
説明する　ＢＣ

分かりやす
く話そう

後期
１０～１１月
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意見文この１年に学んだ
ことを利用して、
個人で執筆する

一時間の中で四月に書いたもの
と同一の二つのテーマについて
の意見文を書く

・これまでの学習を
活かして、意見文
を書く　Ｂ

【自主教材】
再び意見文
を書いてみ
よう

後期１２月

ワークシート意見文について理
解が深まった部分
を中心に、自己や
ペアの生徒の変化
を言葉で表現して
意味づける

�意見文をチェックする観点を
学ぶ
�自己、他者の四月、十二月時
点での意見文を読み比べ、成長
した点を確かめる

・一年間の自分の変
化を跡づける

【自主教材】
意 見 文 を
チェックし
よう

後期
１～２月

Ａ：科学への知的好奇心を育てる。
Ｂ：深く理解し、考え、発表する力を育てる。
Ｃ：人や社会のために学習内容を活用する力を育てる。
Ｄ：大学での専門的な研究につながる学びの力を育てる。
Ｅ：自分の生き方について考える力を育てる。
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�中学２年生　技術
　「ダイコンの袋栽培を通した農業経営」
１． 授業日時：２月１２日（金）第１限（１０：３０～１１：２０）

２． 場所：技術室

３． 対象生徒：中学２年Ａ組（４０名）

４． 授業者：鈴木　善晴

５． 年間授業目標

　農業生産を実感し、体験することができる題材を探

した結果、ダイコンの袋栽培を実践することにした。

生物の育成や成長・収穫の喜びを体験させるとともに、

ダイコンを栽培することから農業生産について理解を

深めることをねらいとする。　 

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）

６． 年間授業計画

評価方法学習方法
（重点とする）学習内容単元の学習目標

（重点とする）単元時期

行動観察ダイコンの根の伸
び方に合わせ、肥
料を袋の縁に沿
い、環状に二層に
別けて与えること
ができる。

主根が変形する原因を知り、予
防することができる

知的好奇心　Ａ生育の特徴
�土壌環境
培土づくり

９月下旬
～

１０月上旬

行動観察
観察記録

色、形、大きさが
同様なタネを４～
５個選び、直径の
３倍の深さに巻く
ことができる

栽培時期、土地の気候、調理法
に合わせ、多くの品種から適切
な品種を選ぶことができる

知的好奇心　Ａ品種の決定
播種

１０月上旬

主根の初生皮層の開裂と著しい
伸び、葉面積の増大等の栄養成
長期の特微が、以後の生育の基
礎になることを知る

知的好奇心　Ａ生育の特徴
�生育前半
期

１０月下句

行動観察
観察記録

生育が同程度の株
を２～３本決め、
他の株を傷めずに
間引くことができ
る
モンシロチョウの
幼虫などによる食
害を防止できる
肥料を袋に沿って
環状に与えること
ができる

植物が生存競争によって成長す
ることを知り、よりよい種を残
しながら栽培することを知る
病気、害虫、雑草などについて
の対策を知る

知的好奇心　Ａ
理解力　Ｂ

間引き
害虫の駆除
追肥

１１月上旬

十分な葉面積と発達した根茎を
もとに、土壌の肥大化すること
を知る

知的好奇心　Ａ生育の特徴
�生育後半
期

１１月下旬

行動観察
観察記録
レポート

主根の生育と葉の繁茂のようす
を培土の準備段階および生育中
の管理と結びつけて考察する

知的好奇心　Ａ収穫と評価１月下旬

農業経営の視点から労働の世
界、現実の食料生産の世界に目
を向ける

社会との関わり　Ｃ
生き方Ｅ

農業経営を
考える

２月中旬

Ａ：科学への知的好奇心を育てる。
Ｂ：深く理解し、考え、発表する力を育てる。
Ｃ：人や社会のために学習内容を活用する力を育てる。
Ｄ：大学での専門的な研究につながる学びの力を育てる。
Ｅ：自分の生き方について考える力を育てる。
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�中学３年生　数学「ものの並べ方と式の展開」

１． 授業日時：２月１２日（金）第１限（１０：３０～１１：２０）

２． 場所：中学３年生Ａ組教室

３． 対象生徒：中学３年生Ａ組（３９名）

４． 授業者．矢本　修

５． 年間授業計画

　中学３年生の数学は週４単位であるが、数学イ　２

単位（式と式、数量関係）、数学ロ　２単位（図形、基

礎数学）に分けて展開している。

　図形の性質を理解し、見通しをもって論理的に考察

し表現する力を養う。　 

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）

６． 年間授業計画

評価方法学習方法
（重点とする）学習内容単元の学習目標

（重点とする）単元時期

副教材を用い
て、課題を提
出させる。
定期試験によ
る 評 価 を す
る。

いろいろな図形に
ついての未知の長
さを求めるにはど
のようにするのか
考えさせる。

・身の回りにある形が同じで大
きさの違う図形について関心を
持ち、その図形の持つ性質を見
つけ出す。
・三角形の決定条件と、合同条
件と対比しながら、三角形の相
似条件を理解させる。
・三角形の相似条件を利用した
証明法を理解する。

・関心・意欲　Ａ
・表現力　Ｂ
・課題解決力　Ｂ

図形と相似
・相似図形

・三 角 形 の
相似条件

・相 似 条 件
と証明

・縮 図 の 利
用

平行線と線
分の比
・平 行 線 と

線分の比

・中 点 連 結
定理

前期４月

前期５月

自分で考えつ
いた証明法を
発表させる。

多様な方法で
解決できない
か話し合わせ
る。

相似条件を用いた
証明法を習熟させ
る。
相似である図形を
見つけることと、
その結果何か得ら
れるかを考えさせ
る。
発展的な内容も加
味しながら問題を
解かせる。

・平行線と線分の比の性質を利
用して図形の性質を証明する。
・中点連結定理の証明を相似を
用いた方法と、用いないで証明
する方法を理解する。
・高校につながる方べきの定理、
メネラウスの定理、チェバの定
理の概要を理解する。

・応用力　ＡＢ
・関心・意欲　Ａ
・表現力　Ｂ前期６月

前期７月

いろいろな証
明をレポート
にまとめさせ
る。

直角三角形の各辺
を１辺とする正方
形の面積について
どんな関係がある
か考察する。

・いろいろな直角三角形の各辺
においてどんな関係があるのか
調べる。・三平方の定理の証明
について理解を深める。

・関心・意欲　Ａ
・表現・処理　Ｂ
・論理的思考力　Ｂ

三平方の定
理
・三 平 方 の

定理

三平方の定
理の利用
・平 面 図 形

への利用

・空 間 図 形
への利用

後期９月

定期試験によ
る 評 価 を す
る。
空間において
も平面と同様
に三平方の定
理を活用出来
るようになっ
たか。

三平方の定理が適
用できる直角三角
形を見出す事がで
きるようにさせ
る。身近に三平方
の定理を利用して
いる場面を探す。

・三平方の定理を活用できるよ
うにする。・一組の三角定規に
ついて辺の長さの比について理
解する。・身近な場面で三平方
の定理が活用できるようにす
る。

・論理的思考力　Ｂ
・問題解決力　Ｂ

後期１１月

後期１２月

身近な問題で
数学に出来る
内容をレポー
トさせる。

数学に対する関心
を深めるよう身近
な問題で考える。
他の分野と関係づ
けて考えると視野
が広がる事に気づ
かせる。

・図形の持つ美しさを理解する。
・一見何のつながりの無いよう
な題材の中から共通性を見つけ
る。
・高校の学習につながる題材を
扱う。

・関心・意欲　Ａ
・表現・処理　Ｂ
・問題解決力　ＢＤ

応用・発展学
習
・紙 の 大 き

さ
・黄金比
・二 次 方 程

式 の 解 の
公式

・二項定理

後期１月

後期２月
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Ａ：科学への知的好奇心を育てる。
Ｂ：深く理解し、考え、発表する力を育てる。
Ｃ：人や社会のために学習内容を活用する力を育てる。
Ｄ：大学での専門的な研究につながる学びの力を育てる。
Ｅ：自分の生き方について考える力を育てる。
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�中学３年生　理科「自然環境調査」

１． 授業日時：２月１２日（金）第１限（１０：３０～１１：２０）

２． 場所：生物教室

３． 対象生徒：中学３年Ｂ組（４０名）

４． 授業者：西川　陽子

５． 年間授業目標

　班別の自然環境調査を行うことで、観察・実験の計

画から、観察・実験の実施や分析をすることで、自然

に対する興味、関心を高め、科学的な考え方を養うこ

とを目標とする。　

 

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）

６． 年間授業計画

評価方法学習方法
（重点とする）学習内容単元の学習目標

（重点とする）単元時期

ペーパーテス
ト

ペーパーテス
ト
レポート

・二酸化炭素、酸
素、オゾンのつり
合いを考える。
・地球温暖化、オ
ゾン層の破壊、酸
性雨などの影響に
ついて考え、自然
環境と人間の関わ
りについて考え
る。

・自然環境は自然のつり合いに
よって成立していることを理解
する。
・自然環境の変化や自然環境の
保全について考える。

知的好奇心　Ａ
理解力　Ｂ
生き方について考え
る　Ｅ

かけがえの
ない自然環
境

前期６月

レポート

レポート
行動観察

レポート
行動観察

・興味・関心に応
じて自然環境調査
のグループ（�川、
�大気汚染、�紫
外線、�酸性雨、
�水）分けを行い、
グループ研究課題
についてより深く
理解させる。
・調査についての
検討（実験手順の
確認、役割分担、
結果の処理の仕方
など）について話
し合いを行い、調
査の目標を明確化
する。
・グループ別で
行った調査の結果
を分析する。
・スライドのデザ
イン、レイアウト
やスライドに画像
やテキストを加え
ることをできるよ
うにする。

・自然環境調査を行う前に調べ
学習を行い、知識を身につけ
る。

・自然環境調査の計画を立て
る。

・自然環境調査の実施とまとめ。

・パワーポイントの使い方を理
解する

知的好奇心　Ａ
理解力　Ｂ
科学的思考力Ｂ

自然環境調
査

前期７月
～

パワーポイン
ト
発表内容

・各グループの事
前環境調査の結果
をパワーポイント
により発表する。

・自然環境調査の発表
理解力　Ｂ
科学的思考力　Ｂ
発表する力　Ｂ

後期２月

Ａ：科学への知的好奇心を育てる。
Ｂ：深く理解し、考え、発表する力を育てる。
Ｃ：人や社会のために学習内容を活用する力を育てる。
Ｄ：大学での専門的な研究につながる学びの力を育てる。
Ｅ：自分の生き方について考える力を育てる。
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�高校１年生　世界史「原子爆弾の誕生」

１．授業日時：２月１２日（金）第１限（１０：３０～１１：２０）

２．場所：社会科教室

３．対象生徒：高校１年Ｃ組（３９名）

４．授業者：中野　和之

５．年間授業目標

　本校では、高校１年生で近現代史を中心とした世界

史学習を行っている。その中で、科学リテラシーを取

り込んでいく場合、科学領域を含んでいる文化史分野

と科学技術の発達による社会の変化を捉えていくのが

妥当だと思われる。

　本年度、取り上げる素材として、原子爆弾製造に関

わった科学者を選んだ。科学の発達と国家戦略との関

わりや科学者自身の在り方を批判的に考えていくこと

を目標とする。　 

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）

６． 年間授業計画

評価方法学習方法
（重点とする）学習内容単元の学習目標

（重点とする）単元時期

自分の考えを
まとめたノー
トと、グルー
プでの活動を
評価する。

４名１組になり、
ワークシートに
沿って自分の考え
をまとめる。

�物理、化学などの業績を概観
しながら、何故、科学が発展
したのかを考える。
�互いに意見交換をしながら、

自分の考えをまとめる。

・１９世紀の科学の発
展を概観する　Ａ

・科学の発展する要
因を考える　Ｂ

自 由 主 義、
ナショナリ
ズムの進展
科学の世紀

前期９月

ワークシート
ヘの取り組み
と多面性を考
慮した意見で
あるのかを評
価する。

�ビデオを視聴し
ながら、要点や
疑問点をワーク
シートに列記し
ていく。
�科学者の戦争参

加について、各
自の考えをまと
め、発表する。

�ＮＨＫビデオ「映像の世紀」
の中の「大量殺戮兵器誕生」
（約２０分）を視聴し、世界大
戦の実情を理解する。
�イギリスのハイム・ワイツマ

ンとドイツのフリッツ・ハー
バーの立場を知り、科学者の
戦争参加を考える。

・科学兵器の登場に
よる大量殺戮を考
える　Ｂ

・科学者の戦争参加
について、それぞ
れの立場から考え
る　Ｃ

総 力 戦 と
なった第一
次世界大戦

後期１２月

グループ内で
の活動やワー
クシートヘの
取り組みを評
価する。

４人１組によるグ
ループ協議

アインシュタインのアメリカ大
統領ルーズヴェルトヘ宛てた手
紙から、科学者としての倫理を
考える。

・原子爆弾の製造に
関わった科学者の
言動から、自分は
どう考えるのかを
まとめる　ＣＥ

経済危機か
ら第２次世
界大戦へ
戦争の終結

後期２月

Ａ：科学への知的好奇心を育てる。
Ｂ：深く理解し、考え、発表する力を育てる。
Ｃ：人や社会のために学習内容を活用する力を育てる。
Ｄ：大学での専門的な研究につながる学びの力を育てる。
Ｅ：自分の生き方について考える力を育てる。
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�高校１年生　数学Ｉ　「図形の計量」

１．授業日時：２月１２日（金）第１限（１０：３０～１１：２０）

２．場所：高校１年生Ｂ組教室

３．対象生徒：高校１年生Ｂ組（３９名）

４．授業者：渡辺　武志

 

５．年間授業目標

　普段の授業を大切にしながら、生徒の関心や興味を

引き出すために、各単元で１つのテーマを設けて、１

時間の授業を全体やグループごとに学びあう時間を作

る。そこから生徒の関心や意欲を高めて主体的な学習

を促すきっかけとし、自らの学びを創りその良さを認

識できるようにしたい。　 

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）

６． 年間授業計画

評価方法学習方法
（重点とする）学習内容単元の学習目標

（重点とする）単元時期

・グループで
考えついた
証明法を発
表させる。

・副教材を用
いて、課題
提 出 さ せ
る。

・定期試験に
よる評価を
する。

・高校の学びの深
さを実感する。

・基本事項の定着
をはかる。

・グループで複雑
な式の分析を行
い多様な考え方
を育てる。

・式の展開や因数分解など式の
見方を豊かにする。

・数の実数まで拡張することで
数の扱う範囲を広げる。

・不等式の演算法則や不等号の
扱いに注意を払いながら理解
を深め活用できるようにす
る。

関心・意欲　Ａ
課題解決力　Ｂ
表現力　Ｃ

式の計算

前期４月

関心・意欲　Ａ実数
１次不等式前期５月

・グループで解の
公式の導出と証
明の厳密さを生
徒の証明を用い
て味わう。

・基本事項の定着
をはかる

・実数解を機械的に求めるとが
できる公式をつくる。

・解の種類の判別方法を理解す
る。

関心・意欲　Ａ
論理的思考力　Ｄ
表現力　Ｂ

２次方程式

（前 期 中 間
試験）

前期６月

・関数の表現方法や数量の変化
を表現することを中学で学ん
だことを題材に再び考える。

１次関数
さまざまな
関数

前期７月

・身近な問題
で数学に出
来る内容を
レポートさ
せる。

（注）単元の
トピックご
とにグルー
プもしくは
全員で考え
る｡それ以
外は通常授
業。

・全員で軸と頂点
がわかる式変形
と元の式との利
点などを探求す
る。

・２次関数の数量の変化をグラ
フを用いて表現し平行移動を
利用し拡張する。また、具体
的な事象の考察に活用する。

関心・意欲　Ａ
表現・処理　Ｂ
論理的思考力　Ｃ

２次関数

前期９月

・全員で様々なグ
ラフの利用方法
を考える。

・２次関数で学んだグラフの有
用性を用いて２次不等式を解
くことに利用する。

論理的思考力　Ｂ
表現・処理　ＣＤ

（前 期 期 末
試験）

２次不等式

三角比
（後 期 中 間
試験）

後期１０月

・グループで学校
の教室床から天
井までの高さを
はかる

・１つの問から三
角比の関係を探
る。

・直角三角形における三角比の
意味、鈍角まで拡張する意義
を理解する。

・鈍角の場合でも三角比の相互
関係がなりたつことを理解す
る

関心・意欲　Ａ
表現・処理　Ｃ
問題解決力　Ｅ

後期１１月

後期１２月

・グループで立体
的な測量を考え
る。

・基本事項の定着
をはかる。

・三角比と関数に
ついて考える。

・三角形の辺と角の聞の関係式
として重要な式であることを
認識する。

・今まで学習した知識で解決で
きる平面図形や立体図形につ
いて考察する。

論理的思考力　Ｂ
表現・処理　Ｃ
問題解決力　ＤＥ

正弦定理と
余弦定理

図形の計量
（学 年 末 試
験）

後期１月

後期２月

後期３月
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Ａ：科学への知的好奇心を育てる。
Ｂ：深く理解し、考え、発表する力を育てる。
Ｃ：人や社会のために学習内容を活用する力を育てる。
Ｄ：大学での専門的な研究につながる学びの力を育てる。
Ｅ：自分の生き方について考える力を育てる。
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�高校２年生　「地球市民学」　
　共生と平和の科学　ＳＬＰ�
１．授業日時：２月１２日（金）

 第１・２限（１０：３０～１２：２０）

２．場所：図書室

３．対象生徒：高校２年生Ａ組（３９名）

４．授業者：三小田博昭（英語科）　

 　　　　石川　久美（理科）　

 　　　　原　　順子（家庭科）　

 　　　　細谷　辰之（愛知医科大学教学監）

５．年間授業目標

１）地球上の様々な集団が互いに認め合い、平和に共

生共存できる可能性を探ることができる。　（認知的

目標）

２）同じ時代を生きる身近な人々や地球上の遠く離れ

た人々の生活に関心を持つことができる。　（情意的

目標）

３）共生社会の実現のために自分たちに何ができるか

を考えて行動することができる。　（感度的目標）　 

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）

６． 年間授業計画

ヒトを支える自然ジェンダー子どもの人権テーマ

石川・細谷原・細谷三小田・細谷担当教員

自然がどのようにヒトの生活を
支えているかを理解し、多角
的、長期的に考える。

ジェンダーの視点で、差異のあ
る集団が共生していくのに必要
なことを考える。

子どもの人権に焦点をあて、世
界の子たちから自分たちの今の
生活を振り返る

内容

導　　入　（仮説をたてる）月日回

オリエンテーション�「ジェンダー」と「子どもの人権」担当教員の説明
●ジェンダー
　女と男の差異を紙に書き、黒板に貼る。差異の違い（ジェンダーかセックスか）を見つけ、自分
が書書いた差異をジェンダーかセックスかに分類する。差異の関連を示唆し、ジェンダーという視
点から、共生社会に必要なものを探ることを予告する。
●子どもの人権
　『世界がもし１００人の村だったら』のワークを通して世界の現状を知らせる。バングラデッシュ訪
問の体験談から子どもの人権に触れ、子どもの権利条約から共生と平和を探ることを予告する。

１０／１３１

オリエンテーション�「ヒトを支える自然」担当教員の説明とグループ希望調査
●ヒトを支える自然
　ヒトが生きていくのに必要なものは何か。ワークシートに記入していくことによって、ヒトの生
活が様々な自然に支えられていることを学ぶ。

１０／２０２

細谷先生講義　「権利とは　人権とは」
細谷先生から権利・人権についての基本的概念を学ぶ。

１０／２７３

展　　　開　（検証する）

ヒトを支える自然ジェンダー子どもの人権

ヒトを支える食料
生物多様性とは何か。絶滅危惧
種とは何か。絶滅の原因は何か
を考える。ヒトの生活を維持し
ていくために、何をすべきかと
いう仮説を立てる。

ジェンダーを見つけよう
男らしさ女らしさは何に由来す
るのか。らしさを書き出し、根
拠となるものを考え、発表しあ
い各自で仮説を立てる。

フォトランゲージ
　ブータン、日本の写真をみ
て、幸せとは何だろかについて
討論し、「共生と平和」のための
仮説を立てる。

１１／１７４

３グループ合同～仮説発表会～
各グループでまとめた仮説を他グループに発表し、これから検証していく課題を明確にする

１１／２４５

生態系を変える外来種
外来種の定義、具体例を学習
し、外来種の生態系への影響を
考える。

子どもの権利条約／ユニセフで検証
ユニセフの資料を活用し、子どもにはどのような権利が保障され
ているのか、またどのようなことを目的として条約が多くの国々
地域によって批准されているのかを学習する。

１２／８６

岐阜大学・土田浩治先生講義
外来種が生態系に及ぼす影響に
ついて、遺伝子データをもとに
講話。セイヨウオオマルハナバ
チと近縁在来種との遺伝子交雑
についても学ぶ。

メディアとジェンダー
自分のジェンダー形成に影響す
るものを考え、子どもを社会化
装置の１つであるメディアをＣ
ＳＴＶを視聴してリテラシーす
る。

就学率と識字率
非識字体験ワークを通じて、文
字の読み書きができないとはど
のようなことなのかを検証す
る。

１２／１５７
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ヒトを支える自然ジェンダー子どもの人権テーマ

石川・細谷原・細谷三小田・細谷担当教員

冬休みの課題～メディアリテラシー～を全グループに課す
メディアが発信するものの中に潜む意図を、各グループのヒントを手がかりに、ＴＶ、映画、雑誌、
新聞、本などの中から、偏った表現、ステレオタイプを強調する表現など探す。
ヒント・子どもの人権：子どもの人権を軽視する表現　子ども番組に不必要な表現
　　　・ヒトを支える自然：根拠があいまい　多角的に分析しているか
　　　・ジェンダー：性別役割を固定する表現　性を商品化する表現

ヒトを支えるエネルギー
エネルギー資源の現状、需要の
増加、国による格差を学ぶ。また、
食品の容器の製造にも多くのエネ
ルギーを必要とすることを学ぶ。

メディアの影響を検証する
課題レポートを題材にして討論
をする。メディアがジェンダー
形成に与える影響を検証する。

効果的な援助とは
私たちは、困っている人や国に対し
て寄付（人・金）といった行動をとる
ことが多い。双方向にとって効果的
な援助とは何かについて考える。

１／１９８

ヒトを支える食料の現状と危うい日本の食卓
　飢餓人口が１億人を越す現状と、世界人口の２０％の人が世界中
の食べ物の８０％を消費しているとも言われる国による格差につい
て考える。
　食料自給率４０％の日本では､大量の食料が輸入されている。
　輸入に頼る日本の食卓の危うさについても考える。

リプロダクティブヘルスライツ
ＴＶ「世界がもし１００人の村だっ
たら」を視聴して、子どもの権利
条約や世界人口基金が訴えるリ
プロ．の実現を阻むものを考えレ
ポートにまとめる。人権と貧困と家
庭・社会環境を検証する。

１／２６９

よく使われるフレーズである
「地球にやさしい」は本当か。
ケナフ、ビオトープ、個体の少
ない生物の放流、フロンなどに
関する問題を多角的、長期的な
視野で考える。

ノルウェーの教科書から学ぶ
ＧＥＭ上位国のノルウェーでか
つて小中学校で使っていた男女
平等の教科書（日本語）６巻を
読み、教育と各国の取り組みを
検証する。

子ども兵士
　子どもたちが兵士となって戦
争の最前線で生死を生き抜く背
景を知り、その原因と結果につ
いて討論する。彼らの置かれた
現状を振り返りながら今の私た
ちの学校生活や社会生活につい
て考える。

２／２１０

「ＰＡ」「ＡＡ」は
共生と平和をもたらす解決策になるか
欧米で広がるＰＡ（ポジティブ・アクション）や
ＡＡ（アファーマティブ・アクション）。日本で
も男女共同参画の施策として取り上げられてい
る。いろんな場面でのＰＡ・ＡＡを想定して功罪
を考える。

ヒトを支える自然と合同
　先進国を支える途上国
バレンタインデーを迎えるにあたってチョコ
レートの原料であるカカオについてビデオを使
いながら体験する。様々な環境悪化によって児
童が労働せざるを得ない状況が増えることを学
ぶ。

２／９１１

まとめ

まとめのワーク（研究協議会）
３つに分かれて検証してきたことを共有し、ラボラトリー方式の体験学習を通して自分たちがして
いくアクションプランをつくる。

２／１２１２

集録作成２／１６

まとめのワーク（研究協議会以外のクラス）３／９１３

集録綴じ・アンケート３／１６１４

←リンク
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�高校２年生　国語（古典）「敬語研究」

１．授業日時：２月１２日（金）第１限（１０：３０～１１：２０）

２．場所：高校２年生Ｃ組教室

３．対象生徒：高校２年生Ｃ組

 （男子２０名、女子１６名、計３６名）

４．授業者：杉本　雅子

５．年間授業目標

�古典の作品を逐語訳することを通して、文意をでき

るだけ正確に受け取り、それに対して自分の考えを

述べることができるようにする。

�古語、現代語ともに語彙を増やす。

�作品を共感的に読むことで、先人の心情や価値観を

理解する。　

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）

６． 年間授業計画

評価方法学習方法
（重点とする）学習内容単元の学習目標

（重点とする）単元時期

��
授業中のやり
とり定期考査

口語訳をする。
�わからない時は
文法書で確認す
る。
�「ば」の前の活
用形に注意する。

品詞分解をし、単語に即して口
語訳をする。
�用言と助動詞を体系的に捉え
るようにする。
�接続助詞「ば」の訳し方に注
意する。

・高１で学習した文
法事項を復習す
る。　Ｄ

説話
・安 養 の 尼

の小袖前期
４月

��
授業中のやり
とり定期考査
小テスト

口語訳をする。
�文法書で助詞の
種類を確認する。
�こまめに辞書を
引く。

�助詞の種類を指摘し、意味を
考えながら口語訳をする。
�日本語の語彙に、和語と漢語
かおることを知る。

・助詞に注意して文
章を読む。　ＡＤ

・古人の生活習慣を
理解する｡　Ｄ

・文学史の知識を身
につける｡　Ｄ

『土佐日記』
・門出
・忘れ貝
・帰京

前期
５月

�グ ル ー プ
ワークヘの取
り組み
���授笑中
のやりとり定
期考査

�グループワーク
を通して現代語で
の敬語の表現に慣
れる。
��敬語動詞を抜
き 出 し、説 明 す
る。
�一首の歌を句ご
とに解釈する。

�現代の敬語の体系を知り現代
語で適切な敬語表現ができるよ
うにする。
�古語の敬語動詞を知り、種類
を識別できるようにする。
�敬意の方向を指摘する。
�和歌を語に即して口語訳し、
何を言いたいのか自分の言葉で
表現する。

・敬語�　ＣＥ
（敬語の種類、敬意
の方向を指摘する）
・韻文�｢和歌｣　Ｂ
（和歌の形式や用
語、修辞を知る）

『枕草子』
・すさまじき
もの

・雪のいと高
う降りたる
を

・中納言参り
給ひて

・二月つごも
りごろに

前期
６月

��
授業中のやり
とり定期考査

�人物関係を理解
し、敬語の部分を
適切に口語訳す
る。
�和歌を言葉に即
して口語訳すると
共に、作者の心情
を自分の言葉でま
とめる。

�敬語を意識して、適切に現代
語で訳す。
�和歌に基本的に含まれる贈答
の意識を現代語訳に反映させ
る。

・敬語�　ＣＥ
（注意すべき敬語表
現を知り、適切に現
代語訳する）
・韻文�｢和歌｣　Ｂ
（古人にとっての和
歌の重要性を知る）

『源氏物語』
・若紫

後期
１０月～
１１月

�ノート点検
授業のやりと
り定期考査
�発表ヘの取
り組み

�音読する。書き
下し文を正確に書
く。口語訳する。
�グループで興味
を持った所を話し
合い、発表する。

�漢文訓読体に慣れる。
・一語ごとに区切って口語訳を

する。
・漢文と和文の違いに注意す

る。
�登場人物になったつもりで、
心情を理解し、それに対して自
分の意見を述べてみる。

・漢文を読む�
（訓点に慣れる）　
 ＡＤＥ
・韻文�「漢詩」
（対句表現を知る）
　 ＢＥ

漢文
・漁父辞

後期
１２月

・漢文を読む�（句
型を習得する）　
ＡＤＥ

『史記』
・鴻門之会

後期
１月

�授業のやり
とり定期考査

�作品の敬語表現
の性質に迫る。

�これまでの知識を生かし、敬
語表現を分析する。

複数の作品の敬語表
現を比較する。　ＢＤ

【敬語研究】後期
２月
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�発表ヘの取
り組み

�歌意を捉え感性
を生かして作品を
表現する。

�歌に詠まれた作者の心情を五
行詩で表現する。

・韻文�「和歌」　
ＢＥ

和歌後期
３月

Ａ：科学への知的好奇心を育てる。
Ｂ：深く理解し、考え、発表する力を育てる。
Ｃ：人や社会のために学習内容を活用する力を育てる。
Ｄ：大学での専門的な研究につながる学びの力を育てる。
Ｅ：自分の生き方について考える力を育てる。
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第３節　ＳＳＨ分科会

１）Ａ　評価分科会

協議内容：ＳＳＨ指定４年目を迎えた本校は、研究重点

を「教科を通したサイエンス・リテラシーの育成」に移

した。そこで、ＳＳＨ全体目標を各教科の授業に当ては

めたときの、生徒の評価の方法について、研究した成果

と課題を検討する。

１　テーマ「ＳＳＨ目標に照らした教科授業における生

徒評価の試みについて」

２　発表者　今村敦司

３　研究協力者　藤村宣之先生（東京大学大学院教育学

研究科）脇田貴文先生（関西大学社会学部）

４　協議内容

�　発表

�ＳＳＨ全体目標と評価の枠組についての報告

　�ＳＳＨ研究仮説と全体目標

アンケートによる評価：他校を参考に、さらに深め

る。本校ＳＳＨの三本柱について

Ａ：科学への知的好奇心を育てる。Ｂ：深く理解し、

考え、発表する力を育てる。Ｃ：人や社会のために

学習内容を活用する力を育てる。Ｄ：大学での専門

的な研究につながる学びの力を育てる。Ｅ：自分の

生き方について考える力を育てる。　の紹介　

　�ＳＳＨプログラム全体評価の種類と方法の説明

ＴＩＭＳＳ（中２）　思考力テスト記述による評価

各プログラムにおける独自の評価（総合人間科）な

ど

�「科学に対する意識調査」分析結果の報告

　�１年次から４年次のＡＢＣＤＥアンケートデータの

推移の説明

　�ＴＩＭＳＳ２００７調査の本校実施との比較

　�科学観についてのアンケート調査結果の推移の説明

　４年間の経年変化　

　Ｅの標準偏差がやや低め。相関が低い。→力がつい

たと感じる生徒多し。ＢとＤが高くなっている。名大

の基礎セミナーへの参加の影響で意識高い。科学観で

は、一部の人にしかできないと思うという意見が多

かった。

質疑応答

１　湯沢高校　鹿野先生

　Ｑ　思考力テストは同じ問題か？

　Ａ　同じ問題。何が効いたかは不明。　いろいろな方

面からは考えられるようになった。

２　ＪＳＴ　町田先生

　Ｑ　資料３の経年変化。　後になればなるほど、前の

年の問題を知っていて解答が優しくなる傾向はな

い。のか？

　Ａ　あります。

３　三重　暁高校

　Ｑ　「創造性」はＡ～Ｅのいずれにあてはまるか？

　Ａ　とくにいえない。あえていえばＣ。

４奈良女大附属　勝山先生

　Ｑ　やる気の傾向、発達の差異を明らかにする補完的

役割は？

　Ａ　質問紙では限界。インタビュー調査は少ないが良

いデータを拾い上げられる。

５　ＪＳＴ　町田先生

　Ｑ　ＰＩＳＡやＴＩＭＳＳとＡ～Ｅとの相関はないの

か。

　Ａ　まだできていない。

　　　別個に調査しているとそれだけで終わる。相関を

調べるとより深く分かる。

�　ＳＳＨ全体目標に関する教科授業評価の報告

　�教科連携の取組みによる研究方法の説明

　目標のためにはどのような授業がよいか

　・Ｂを目標とする。

　・協同的探求学習法について（３つの特徴）

　・思考力を客観的に図るテストの作成と評価方法につ

いて（論理的思考力を伸ばす）

　・授業観察→発言／記述の変化を探る。

　・思考力テスト（４月と３月）

　・「論理的思考力が高まらない」→原因は知識不足　と

いうことがあった。

　・０７年度の取組み（中１国語・理科・中３国語・数学）

博報財団

　・０８年度の取組み（中１国・数学・社会・中２国語）

名古屋大学総長裁量経費

　・０９年度の取組み（中２国語・数学・中３国語） 

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）



�１４２�

　取り組み１　２００７年度博報児童教育振興会助成

　　　　　　　ことばによる思考力育成

　共通分析水準　０～２の三段階

　国語　　事前より事後で求める力がついたことを実感

　国語は上がっても理科が上がらない子がいる実態

　　→　言語一般活動である国語と他の教科とのちがい

　理科は知識をつけさせることが学年を追うごとに必要

　取り組み２　授業観察の部分を細かく見た生徒の発話

内容をみる

　・明確な根拠に基づく説明を発言・因果関係を重視し

た発問・社会と数学の例を紹介・教科の特質・知識

活用・英語と実技教科未実施・大学入試に対応でき

る力をつける実践

質疑応答

１　奈良女附属

　Ｑ　定期考査と思考力テストとの関係は？　関連ある

のが望ましいと思うが

　Ａ　別個にやっている。　

　　問題の中に思考力テストに関わる記述問題を配分す

る。

　　思考力テストの結果は成績に加味しない。

２　ＪＳＴ町田先生

　Ｑ　観察の大学院生について　研修あるのか？一般の

先生ができるのか？

　Ａ　２～５名毎回来ている。藤村先生の研究室の授業

の一環。ターゲットとなるような生徒を院生が決め

て観察、聴き取り。　一般の先生への還元は難しい。

でも、校内研修や教科研修として校内で取り組むと

いい。

３　ＪＳＴ吉田先生

　Ｑ　一般の高校で思考力テストを時間かけずにできる

ものか？　

　Ａ　毎週藤村先生のところへ通って、「水準」を検討し

た苦労。記述問題の「部分点」をどうつけるかとい

う観点の持ち方を検討することで磨かれるのでは。

（藤村）３年生の観察法演習で学んだ学生。どういう風

な発言のとらえ方があるのか、は研修の機会にでき

る。普通のＳＳＨ校でもやりがいのある課題。その

教科の目標に関わる重要な問題。その教科でどうい

う力を身につけさせたいか。

�　藤村先生の助言

　日本の子どもの学びの現状、日本の子どもの学力の特

質、公式適用や選択はできる。解法苦手、数学的リテラ

シー、。グラフの読み取りが苦手、手続きがはっきりし

ているものはできる。心理学観点による学力モデル。１

通りでできるものはできるが、解き方が１通りに定まら

ないものは解けない。　できる学力とわかる学力、子ど

もの「わかる学力」はなぜ弱いのか。

　「わかる学力」を高めるための子どもの発達を考慮した

学習方法：協同的探究学習。結果よりプロセス。暗記よ

り意味、協同、解法間の関係を探究させる。教科連携型

授業　数学における協同的探究学習の成果の評価　

例）階段の傾斜角　高１数学での協同的探究学習

多様な発想が出てきた。定期試験には影響なし。進路実

績　名大・京大など、記述量の多い大学への合格者の増

加　サイエンスリテラシーを育成する教科の授業、探究

活動と協同、他者を認める社会性の発達水準を考えると

きには質的な変化に着目する。

２）Ｂ　ＳＬＰ�分科会

協議内容：地球市民とサイエンス・リテラシー育成の方

法論を中心に協議する。地球市民学とサイエンス・リテ

ラシーの関係の理念的な説明から入り、実践としての公

開授業の振り返り、さらに自然科学系を含めた他の講座

の成果と課題を協議する。

１　「ＳＳＨの取組みにおける新教科の役割」

　�サイエンス・リテラシーを育成する教育課程

　�自覚的なキャリア意識を育成する教育課程

　�協同的探究学習と教育実践の実践的評価

２　地球市民学とサイエンス・リテラシー育成の関係

　　「共生と平和の科学」公開授業の振り返り

　　実践報告　成果と課題

３　「自然と科学」　実践報告　成果と課題

４　質疑応答

　Ｑ　４回目の授業である。仮説を立てる活動について

詳しく知りたい。かなり時間がかかりそうだが１時

間でできるのか。実際どのような道のりを経て仮説

を立てていくのか？

　Ａ　前時の細谷先生の講義で、生徒の先入観や固定観

念を崩す。例えば、途上国がなくなったらどうなる

のか、我々の生活が成り立っているのは途上国があ

ＳＳＨ第４年次研究成果発表会・第９回中高一貫教育研究会
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るからという考え方もある。自然を守るためには何

が一番いい方法なのか、われわれ人間がいなくなる

ことと言う考え方もあるなど。こまめに電気を消

す、ケナフを植えればよいなど、これだけではない。

もっといい方法はないか考えさせたい。大学の先生

から講義をしていただく中で、実際は私たちが行っ

ているキャンペーン的な活動がどれだけの貢献をし

ているのか、今までの価値観を壊し、その上でどう

考えるかを話し合う。仮説を立てるための題材をグ

ループごとで出し合い、時間的な都合からその題材

をグループの代表者がもつかえってまとめ、仮説を

立て、次時の発表前にグループで確認している。

　Ｑ　今日の授業は今後どのような活動に発展していく

のか。また今日の授業での目指すアクションプラン

を教えてほしい。

　Ａ　本当はアクションプランを立てて終りではなく、

そのプランに従って行動をし、結果が出たら成功な

のだが、そこまでは時間的に厳しい。今後は、今日

の授業を終えて自分なりに興味を持ったことや問題

点などを研究集録にまとめていく。アクションプラ

ンについては、当たり前のものが出てきてもつまら

ないし、実現不可能なものが出てきても、という思

いから、短期的な目標と長期的な目標を考えさせ

た。以下にこれまでの授業で学んだことを活かせる

のか、生徒の頭の中で短期から長期へとルートがで

きればよいと考えている。

　Ｑ　総合的な学習と教科の基礎基本をいかに結びつけ

ていのか？

　Ａ　まず教科の基礎基本を明らかにし、その上で総合

的な学習などの活動とリンクさせて行っている。

５　教育的目標の一層の実現に向けての助言（名古屋大

学大学院教育発達科学研究科教授　高井次郎先生）

　・学習した内容と各教科の関連性をより強調する。ど

んな学問が関わっていたのか、生徒に聞くなどのデ

ブリーフィング

　・拡散的試行（様々なアイディアを生成する）を奨励

している一方、収束的思考（多くのアイディアの中

からもっとも良いものに絞る）に対してもっと積極

的になれるとよい。

　・経験的学習の導入の可能性

　　認知レベルでとどまっているので、実際にやってみ

て行動スキルを身につける。アクションプランに対

してのフォローができるとよい。例えば宿題とし

て、学習したことを試してみる機会を設ける。その

実践したことについて後日討論する、など

 

３）Ｃ　自然科学系　教科分科会

協議内容：サイエンス・リテラシーの育成という全体の

研究課題に理数教科（ここでは数学、理科、技術）がど

のように関わってるかを報告する。また、通常の授業時

間以外に実践している学びの杜講座、パネル発表を行っ

ている生徒研究制度についても報告し、成果と課題につ

いて検討を行う

１　テーマ「自然科学系教科を通したサイエンスリテラ

シーの育成」

２　発表者　矢木修、渡辺武志、吉川奈々、西川陽子、

鈴木善晴、石川久美

３　研究協力者　柴田好章先生（名古屋大学大学院教育

発達科学研究科准教授）

４　協議内容

　�　教育課程およびＳＳＨプログラムにおける理数科

系教科（石川）

　ひとつのことに取り組み、思考力や洞察力、想像力

を育てることを目指す。その実践の概略を紹介した。

　�　公開授業について

　・中学２年技術家庭科（鈴木）

　　　生物育成栽培が必修化されるのを先取りして、大

根を栽培した。農業技術の重要性を認識させること

を狙いとした。

　・中学３年数学科（矢木）

　　　物の並べ方と二項定理について授業を行った。中

学生の数学嫌いを減らすために、いろいろな見方を

させることを狙いとした。また高校数学との関係を

意識させることができると思われる。

　・中学３年理科（西川）

　　　クラスを９グループに分けて、自然環境に関し

て、実験や観察を行わせ、それに関連させた調べ学

習を加えて発表させた。

　・高校１年生数学科（渡辺）

　　　単元ごとに進度を止めて、じっくり考える時間を

設けている。今回は図形の計量に関連して、円周を

三等分する方法を考えさせることで、正弦定理や余

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）
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弦定理を導出するプロセスを考えさせることを狙い

とした。

　�　数学、理科の通常授業における実践報告

　　・数学リテラシー（吉川）

　本校における数学的リテラシーに関する実践を

報告した。

　　・理科（石川）

　化学�の授業例（大気圧と蒸気圧、気体の溶解

度、反応速度）を報告した。

　�　質疑応答（その１）

・生徒の学びの力（Ａ～Ｄ）のどれを意識されて授

業を行ったのか。

・ＳＬＰで学んだことが教科に影響したことを実感

した例はあるのか。

・数学的リテラシー育成に関して、他教科との連携

をどのように実践していくのか。

　�　学びの杜講座（ＡＳＰ）の実践報告および成果と

課題

　今年度に企画した生命探求講座と地球市民学探求講

座（各１０回の講義）に関する報告を行った。

　�　サイエンスリテラシープロジェクト�、�（ＳＬ

Ｐ�、�）などの実践報告および成果と課題

　中学２年、３年生を対象にしたＳＬＰ�、高校１年、

２年生を対象にして実施したＳＬＰ�に関する報告を

行った。

　�　質疑応答および情報交換

　・評価に関して、アンケート以外の工夫はあるのか。

・サイエンスリテラシーにおける「社会の中で表現す

る力」とあるが、それは具体的にどのようなことな

のか。

　�　研究協力者より助言

・新しい教科と既存の教科との関係性が工夫されて

いると報告されたが、それは原理的に考えたら逆

転しているのではないか。もともと社会の中で役

立たせるための道具として科学が生み出されてい

るということから考えたら、専門的になりすぎた

科学の学習においてサイエンスリテラシーという

視点は当然に必要となる。

・活動することが重要ではないか。自分でやってみ

ないことには気づくことができないことはあり、

イメージを豊かにしながら、その上で理性の力で

問題を解決するように志向することが重要とな

る。

 

４）　Ｄ　人文社会系　教科分科会

１　テーマ「人文社会系教科を通したサイエンスリテラ

シーの育成」

２　発表者　加藤直志　曽我雄司　鈴木克彦

３　研究協力者　高野雅夫先生（名古屋大学大学院環境

学研究科）

４　協議内容：サイエンス・リテラシー育成のために、

授業の中で何ができるのか。人文社会系教科では、

生徒が「根拠に基づいて、自分の言葉で発言する」

ことを目標とした。そのための各教科の取り組みを

報告する。

　�　本校の教育課程とＳＳＨの目標の紹介

　�　国語科の実践報告

　�　地歴・公民科の実践報告

　�　英語科の実践報告

　�　研究協力者　高野雅夫先生の助言

�自分の生活に責任を持たなければ、根拠のある発

言はできない。

�科学は生活に入り込み社会のしくみや人の生き方

にも深く関わっている。

　�　質疑応答　情報交換
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第４節　シンポジウム

�　２日目（２月１３日土）　中高一貫教育全体会・シンポ

ジウム

　「中高一貫教育１０年目の検証」

シンポジスト

早稲田大学大学院教職研究科教授 安彦忠彦

名古屋大学教育学部附属高等学校副校長 矢木　修

奈良女子大学附属中等教育学校副校長 勝山元照

コーディネーター

名古屋大学教育学部附属中・高等学校長 植田健男

司会進行

名古屋大学教育学部附属中・高等学校教諭 石川久美

 

第５節　中高一貫教育研究会

�　２日目（２月１３日土）　中高一貫教育分科会

１）　中高一貫教育研究会　Ａ分科会（中等教育学校の

部）

発表者　　群馬県立中央中等教育学校　

　　　　　副校長　千明哲也

テーマ　　「群馬県立中央中等教育学校の６年間の取り

組み及び成果と課題」

�　本校の概要

　�　学校の位置

　�　設立からの現在まで

　�　学校の紹介

　�　志願者数やオープンスクールの参加者数

�　６年間の取り組み及び成果と課題

　�　教師のアンケートから

　�　主な分掌担当者から

　�　生徒（５・６年生）のアンケートから

　�　保護者のアンケートから

�　まとめ
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２）　中高一貫教育研究会　Ｂ分科会（併設型学校の部）

発表者　　名古屋大教育学部附属中・高等学校　

　　　　　三小田博昭

テーマ　　「名大教育学部附属中・高等学校の取り組み及

び成果と課題」

１　併設型中高一貫校の推移

２　公立学校の場合

３　私立学校の場合

４　中教審の第２次答申「中高一貫教育の意義と選択的

導入」について（１９９７年）

５　名古屋大学教育学部附属中・高等学校の概要

６　高１Probrem：「外進と内進の融合」に懸念

　　人間関係づくりに重点を置いている。

　　対策として「融合プログラム」

�　外進生セッション

　学校内でセーフティネット（友人か？）が作れない

か？　高１になる前の指定出校日に外進生とセッショ

ン

　・お互いのコミュニケーションや構成的エンカウン

ターなど

　・内進生は誰が外進か知っているが外進生は知らない

�　ラボラトリー方式の体験学習：林間学校

　生徒が自分たちの力で学んでいく。教師はファシリ

テーター役

�　協同学習（教科の中で、総合的学習の中で）

　生徒同士で学ぶ「協同の学び」。コミュニケーション

の育成。ポスターセッションも同じ。自己肯定感を上

げる。

�　中学での経験発表

　中学校では「こんなことをしていた」と他中の活動

を外進生から学ぶ。

�　こだわりマップ

 

３）　中高一貫研究会　Ｃ分科会　（連携型学校の部）

発表者　　静岡県立川根高等学校　　副校長　林邦彦

テーマ　　「川根地区連携型中高一貫教育の取り組みの

成果と課題（川根高等学校　本川根中学校　

中川根中学校　川根中学校）」

�　川根地区中高一貫教育の理念

�　川根地区中高一貫教育の目標

　�地域に根ざした教育

　�多様な生徒への対応

　�伸び伸びとした活力のある学校

　�新しい社会への対応

�　川根地区中高一貫教育の具体的な柱

�　確かな学力の育成

�　郷土愛の育成

�　国際化・情報化

�　豊かな人間性の育成

�　川根地区連携型の特徴

　１　連携中学生は、連携型選抜により、川根高校を受

検できます。

　　※他中学生は連携型選抜での受検はできません。

　２　シラバス・授業交流・チャレンジテスト

　３　・郷土愛活動　・総合的な学習の時間発表会　

　　　・「在り方・生き方講演会」　

　　　・サイエンス教室

�　川根地区中高一貫教育の成果

　１　生徒に安心感を与える中高交流授業（ＴＴ）

　２　中高の生徒・教員の連帯感・一体感

　３　教職員の資質向上

�　川根地区中高一貫教育の課題

　１　入学生徒数減と内進率の低下

　２　地域の理解・協力・支援

　　　川根は一つの合併構想崩壊

　　　設置者（県立、市立、町立）の違い

　　　財政面での支援困難
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　３　交流授業

　　　４校とも小規模校で、教員の絶対数が少ない

　４　学力格差の拡大（学力の二極化、家庭の経済力、

家庭の教育環境等）
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